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設
立
５０
周
年
記
念
総
会
・

懇
親
会
が
７
月
２４
日
、
札
幌

市
の
ロ
イ
ト
ン
札
幌
で
催
さ

れ
た
∥
写
真
。

高
橋
は
る
み
北
海
道
知

事
、
日
髙
義
博
専
修
大
学
理

事
長
・
学
長
、
坂

田
隆
石
巻
専
修
大

学
長
、
寺
本
千
名

夫
専
修
大
学
北
海

道
短
期
大
学
長
ら

多
数
の
来
賓
を
は

じ
め
、
道
内
各
地

か
ら
約
１
８
０
人

の
校
友
が
参
集

し
、
５０
周
年
を
祝

う
と
と
も
に
、
更

な
る
飛
躍
を
誓
っ

た
。会

に
先
立
ち
、

日
髙
理
事
長
・
学

長
が
「
大
学
の
在

り
方
と
国
の
カ
タ

チ
」
を
テ
ー
マ
に

記
念
講
演
を
行
っ

た
。
政
治
的
、
社

会
的
に
大
学
を
取

り
巻
く
現
状
を
解

説
し
、
「
本
学
は

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎

え
て
い
る
」
と
説
明
。
「
こ

の
苦
難
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
大
学
の
在
り
方
が
問
わ

れ
る
。
本
学
は
社
会
の
屋
台

骨
を
支
え
る
人
材
を
育
て
、

多
様
な
学
生
を
社
会
に
送
り

出
す
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
創
立
者

た
ち
の
サ
ム
ラ
イ
ス
ピ
リ
ッ

ツ
か
ら
学
び
、
大
学
の
心
意

気
を
忘
れ
ず
に
進
ん
で
い
き

た
い
」と
語
っ
た
。

引
き
続
き
、
北
海
道
連
合

校
友
会
の
鈴
木
俊
幸
会
長

（
昭
３３
商
経
）
を
議
長
に
、

総
会
を
開
会
。
２
０
０
９
年

度
の
事
業
報
告
・
決
算
報

告
、
２
０
１
０
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
な
ど
を
承
認
し

た
。懇

親
会
は
高
嶋
伴
子
さ
ん

（
平
８
商
科
）
が
司
会
。
札

幌
支
部
の
塚
本
澄
雄
支
部
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
高
橋
知

事
、
日
髙
理
事
長
・
学
長
、

甘
竹
秀
雄
校
友
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
た
。
ま
た
、
長
年
に

わ
た
る
尽
力
に
対
し
、
安
海

軍
氏
（
昭
４２
商
）
に
校
友
会

会
長
表
彰
が
、
札
幌
３
４
５

会
の
新
関
信
氏
（
昭
３５
商

経
）
、
筑
紫
賢
一
氏
（
昭
３７

商
経
）
に
北
海
道
連
合
校
友

会
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。

文
部
科
学

省
の
委
託
事

業

で

あ

る

「
Ｋ
Ｓ
（
川

崎
・
専
修
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
ア
カ
デ

ミ
ー
」
の
第

５
期
が
１０
月

１１
日
か
ら
、

２
０
１
１
年
２
月
１４
日
ま
で

開
講
さ
れ
る
。
申
し
込
み
期

間
は
９
月
８
日
か
ら
１７
日

（
必
着
）
。
選
考
は
書
類
審

査
（
１
次
）、
面
接（
２
次
）。

募
集
に
先
立
ち
、
説
明
会

を
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

（
８
／
２７
、
９
／
１０
）
、
麻

生
区
役
所
（
９
／
１
）ほ
か
、

各
地
で
開
催
す
る
。
申
し
込

み
不
要
、
直
接
会
場
へ
。

要
項
の
申
し
込
み
は
「
Ｋ

Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
係
☎
０４４

（
９２２
）
９
３
８
４
ま
で
。

「
災
害
復
興
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
役
割
―

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
の
ケ
ー
ス
」
を
テ
ー
マ
に
２
教
授
が
基

調
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
本
学
教
員
も
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

▼
日
時
∥
９
月
３
日
（
金
）
１３
時
～
１７
時
▼
場
所
∥
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
７
３
１
教
室
▼
定
員
∥
１
８
０
人
▼
内
容
∥
〈
基
調
講
演
〉

S
i
m
o
n
V
i
l
l
e

（
豪
・
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
教
授
、
経
済
学
研

究
科
長
）、M

a
t
t
A
l
l
e
n

（
同
、
歴
史
政
治
学
研
究
科
長
）
〈
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
両
教
授
、
大
矢
根
淳
人
間
科
学
部
教

授
。
※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

▼

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
課
☎
０４４
（
９１１
）１
３
４
７

『
葬
ら
れ
た
第
二
の
「
マ
ク

ガ
バ
ン
報
告
」』
著
者
の
一
人
、

Ｔ
・
コ
リ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
博

士
（
米
コ
ー
ネ
ル
大
学
栄
養
生

化
学
部
名
誉
教
授
）
は
４０
年
余

り
、
栄
養
学
研
究
の
第
一
線
で

活
躍
。
「
栄
養
学
分
野
の
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
称
さ
れ
る

世
界
的
権
威
。

本
書
の
も
と
に
な
っ
て
い
る

「
チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
中
国
農
村
部
の
食
習
慣
研

究
）
は
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
・
英

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
・
中

国
予
防
医
学
研
究
所
に
よ
る
大

規
模
な
共
同
研
究

で
「
健
康
と
栄

養
」
に
関
し
て
の

研
究
で
最
高
峰
と

さ
れ
る
。
「
栄
養

学
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
」が
、史
上
空
前
の
疫
学

大
調
査
を
も
と
に
下
し
た

衝
撃
の
結
論
は
―
―
。

上
巻
『
「
動
物
タ
ン
パ

ク
」
神
話
の
崩
壊
と
チ
ャ

イ
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
貌
と
、

研
究
結
果
か
ら
の
考
察
を
あ
ら

ゆ
る
視
点
か
ら
レ
ポ
ー
ト
、
肉

や
牛
乳
な
ど
動
物
性
た
ん
ぱ
く

質
が
及
ぼ
す
多
く
の
害
、
そ
れ

に
よ
っ
て
人
が
病
気
に
侵
さ
れ

て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

中
巻
『
あ
ら
ゆ
る
生
活
習
慣

病
を
改
善
す
る
「
人
間
と
食
の

原
則
」
』
は
、
著
者
が
チ
ャ
イ

ナ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
で
得
た
理
論

を
基
軸
に
、
多
く
の
改
善
症
例

を
紹
介
し
て
い
る
。

日
本
語
訳
者
は
日
本
に
お
け

る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ハ
イ
ジ
ー
ン

の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
、
数
々
の
著

作
が
あ
る
米
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
在

住
の
松
田
麻
美
子
さ
ん
（
昭
４６

文
）
∥
自
然
健
康
・
治
癒
学
博

士
。松

田
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
た
。

「
皆
さ
ん
が
こ
の
本
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
素
直
に
受
け
止
め
て

く
だ
さ
る
と
、
今
日
、
日
本
の

社
会
に
蔓
延
し
て
い
る
メ
タ

ボ
、
そ
の
先
に
あ
る
ガ
ン
（
特

に
乳
ガ
ン
、
前
立
腺
ガ
ン
、
大

腸
ガ
ン
）、
心
臓
病
、
脳
梗
塞
、

糖
尿
病
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
は
、

大
幅
に
減
少
し
て
い
く
で
し
ょ

う
。
現
在
、
在
学
中
の
若
い
皆

さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
病
気
は

中
高
年
特
有
の
も
の
と
無
視
し

が
ち
で
す
が
、
『
こ
れ
ら
の
病

気
は
子
供
の
時
か
ら
の
食
習
慣

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
結
果
で

あ
る
』
と
い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」。

下
巻
は
今
秋
刊
行
予
定
。（
Ｔ

・
コ
リ
ン
キ
ャ
ン
ベ
ル
、
ト
ー

マ
ス
・
Ｍ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
共

著
、
グ
ス
コ
ー
出
版
、
各
巻
・

本
体
１
８
０
０
円
＋
税
）

『
犯
人
に
告
ぐ
』
『
ク
ロ
ー

ズ
ド
・
ノ
ー
ト
』
が
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
に
な
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ー
作

家
の
雫
井
脩
介
さ
ん
（
平
３

文
）
。
最
新
作
は
２６
歳
の
パ
テ

ィ
シ
エ
ー
ル
（
菓
子
職
人
）
君

川
小
麦
が
主
人
公
の
心
温
ま
る

家
族
小
説
。

小
麦
の
長
年
の
夢
は
、
自
分

の
ケ
ー
キ
店
を
開
く
こ
と
。
東

京
で
修
業
を
終
え
、
念
願
の
店

を
開
く
た
め
に
故
郷
の
伊
豆
に

帰
っ
た
小
麦
だ
が
、
家
族
に
は

言
え
な
い
あ
る
秘
密
を
抱
え
て

い
た
。
小
麦
の
兄
夫
婦
、
そ
の

息
子
の
６
歳
の
叶
夢
、
叶
夢
の

謎
の
友
だ
ち
レ
イ
モ
ン
ド
…

…
。
温
か
い
家
族
に
囲
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え

て
、
小
麦
は
夢
の
実
現
に
向
か

っ
て
進
ん
で
い
く
。

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
奇
跡

が
起
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
な

に
げ
な
い
日
常
、
小
さ
な
希
望

が
、
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
筆
致
で

描
か
れ
、
雫
井
さ
ん
の
新
し
い

面
を
見
せ
て
く
れ
る
一
書
だ
。

（
小
学
館
、
本
体
１
５
０
０
円

＋
税
）

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
１０
月

２
、
９
、
２３
日
（
い
ず
れ
も
土

曜
日
）
に
各
２
講
座
ず
つ
開

催
。
テ
ー
マ
は
「
飛
鳥
京
と
平

城
京
」
「
長
安
京
と
平
城
京
」

「
長
屋
王
家
の
く
ら
し
」
な

ど
。
定
員
３
０
０
人
。
無
料
。

受
付
は
９
月
１
日
か
ら
１７
日

（
必
着
）
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
事
務
課
☎
０４４

（
９１１
）
１
２
６
８

〈
相
模
原
・
町
田
合
同
「
納

涼
親
睦
の
夕
べ
」〉

▽
８
月
２７
日
（
金
）
１８
時
開

会
▽
相
模
原
市
「
小
田
急
ホ

テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大

野
」

渋
谷
隆
宏
氏
☎
０４２

（
７４４
）
４
８
６
５

〈
長
野
県
東
信
支
部
総
会
〉

▽
９
月
４
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
上
田
市
「
上
田
東
急
イ

ン
」

関
宏
之
氏
☎
０９０
（
３

０
８
２
）
７
２
０
０

〈
①
岐
阜
連
合
支
部
総
会
〉

▽
９
月
１１
日
（
土
）
１３
時
開

会
▽
岐
阜
市
長
良
福
光
「
岐

阜
都
ホ
テ
ル
」

〈
②
東
海
三
県
（
愛
知
・
岐

阜
・
三
重
）
連
合
支
部
〉

▽
９
月
１１
日
（
土
）
▽
講
演

会
１４
時
開
会
▽
懇
親
会
１５
時

３０
分
開
会
▽
「
同
」

〈
③
東
海
三
県
連
合
支
部
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
〉

▽
９
月
１２
日
（
日
）
１０
時
６

分
ス
タ
ー
ト
▽
春
日
井
市
西

尾
町
「
春
日
井
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
」

▽
以
上
①
②
③
と
も

野
口

晃
男
氏
☎
０８０
（
１
６
１
５
）

３
３
１
８

〈
川
崎
支
部
再
生
発
会
式
〉

１
９
９
４
年
７
月
に
発
会

し
た
川
崎
支
部
は
久
し
く
活

動
を
停
止
し
て
い
た
が
、
新

た
な
支
部
の
再
構
築
と
活
性

化
を
目
指
し
、
有
志
に
よ
る

発
起
人
会
等
を
開
催
し
、
こ

の
た
び
再
ス
タ
ー
ト
す
る
運

び
と
な
っ
た
。

▽
９
月
１８
日
（
土
）
１６
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
南
武
線
・
武
蔵
中

原
駅
前
「
エ
ポ
ッ
ク
な
か
は

ら
」
７
階

浅
地
究
氏
☎
０４４

（
７８８
）
９
８
５
５

〈
葛
飾
支
部
総
会
〉

▽
９
月
２５
日
（
土
）
１３
時
開

会
▽
「
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
」

１５
階
・
報
恩
の
間

須
藤
孝

一
氏
☎
０９０
（
９
０
０
５
）
７

５
０
０

「
こ
ん
ば
ん
は
」
の
あ
い

さ
つ
で
始
ま
る
夜
間
中
学

は
、
戦
争
や
経
済
的
な
事
情

で
中
学
校
に
行
け
な
か
っ
た

人
や
元
不
登
校
生
徒
、
外
国

人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
が
学
ぶ
場
。
現
在
は
中
国

籍
の
人
が
大
多
数
を
占
め
る
。

話
題
の
「
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
」
近
く
に
あ
る
同
校
に

赴
任
し
て
４
年
目
と
な
る
。

法
学
部
卒
業
後
、
教
員
を

志
し
文
学
部
に
学
士
入
学
。

「
畑
有
三
先
生
、
柘
植
光
彦

先
生（
と
も
に
現
名
誉
教
授
）

が
中
堅
・
若
手
と
呼
ば
れ
て

い
た
時
代
で
す
。
軽

井
沢
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
で
の
畑
ゼ
ミ
の
合

宿
は
今
で
も
思
い
出

さ
れ
ま
す
」。

私
立
高
に
勤
務
し

た
の
ち
、
公
立
中
学

校
に
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
日
本
人
学
校
で

教
え
た
経
験
も
あ

る
。「
休
み
の
時
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
現

地
の
人
に
日
本
語
を

教
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
経
験
が
、

い
ま
に
生
き
て
い
ま
す
」。

文
学
部
に
在
学
し
て
い
た

こ
ろ
、
喜
多
流
の
能
を
習
い

始
め
て
、
３０
数
年
。
各
国
の

著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参

加
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
喜

多
流
シ
テ
方
香
川
靖
嗣
師
を

招
い
て
上
演
し
た
「
葵
上
」

は
、好
評
を
博
し
た
と
い
う
。

外
国
の
生
徒
に
「
電
車
に

乗
る
」「
電
車
を
降
り
る
」と

い
っ
た
日
本
人
に
は
当
た
り

前
の
助
詞
の
使
い
方
を
理
解

さ
せ
る
の
に
苦
労
す
る
。
耳

に
心
地
よ
い
落
ち
着
い
た
語

ま

り
口
、
絶
妙
な
「
間
」
は
「
能

け
い

こ

の
稽
古
の
た
ま
も
の
で
す
」。

教
育
学
会
副
会
長
の
伊
藤

雅
夫
副
校
長（
昭
５４
経
済
）が

在
籍
す
る
昼
間
部
２
年
生
の

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
授
業
す

る
交
流
は
、
「
せ
っ
か
く
同

じ
校
舎
に
い
る
の
だ
か
ら
、

交
流
を
持
ち
た
い
」
と
い
う

昼
間
部
ご
父
母
か
ら
の
要
望

で
始
ま
っ
た
。
文
化
祭
で
中

国
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
各
国
の
「
美
味
」
が
評
判

の
模
擬
店
に
は
地
域
の
多
く

の
方
々
、
昼
間
部
の
生
徒
、

ご
父
母
が
来
場
。
午
後
の
舞

台
発
表
は
、
夜
間
学
級
生
徒

た
ち
が
熱
心
に
練
習
し
て
き

た
和
太
鼓
な
ど
の
演
奏
が
、

人
々
に
感
動
を
与
え
る
。

授
業
は
１７
時
か
ら
だ
が
、

２
時
間
も
前
か
ら
登
校
し
て

く
る
熱
心
な
生
徒
も
い
る
。

「
年
齢
も
国
籍
も
さ
ま
ざ

ま
。
互
い
に
助
け
合
い
、
教

え
合
う
。
皆
が
生
徒
で
先
生

で
す
。
相
手
の
立
場
を
思
い

や
り
、
や
さ
し
く
な
れ
る
の

が
夜
間
学
級
の
素
晴
ら
し
さ

で
す
」。

「第１１回専修大学校友会アドニスカップ札幌

ゴルフ大会」は、北海道連合校友会設立５０周年

を記念して７月２３日、北海道の廣済堂札幌カン

トリー倶楽部で行われた＝写真。

薄曇りの中、校友ら４７人が参加し、校友同伴

の武藤昭夫氏が優勝した。

日 時：１０月８日（金）

場 所：千葉県・姉ヶ崎カントリー倶楽部 東コース

募集人数：１００名（２５組）

申 込 金：５，０００円（事前支払い＝懇親会費等）

プレー費：約１５，４００円

（当日支払い＝カート代・昼食代含む）

申込期限：９月１０日（金）＜必着＞

※先着順、定員になり次第締め切り

�・：専修大学校友会 ゴルフ大会係

☎ ０３（３２６５）７５７９ Fax ０３（３２６５）７０８９

優
勝
は

武
藤
昭
夫
さ
ん

設
立
５０
周
年
祝
い

総
会
・
懇
親
会
開
く

松
田
麻
美
子
・
訳

上
・
中
巻

第２６回校友会グリーンカップゴルフ大会

北海道連合校友会設立５０周年を記念して

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
〉

◇開催のお知らせ◇

あいさつする

日髙理事長・学長

つ
ば
さ
も
の
が
た
り

雫
井

脩
介
・
著

－教え、教えられ…皆が生徒で先生－

「
地
域
と
の
連
携
」
に
力
を
注
ぐ

墨
田
区
立
文
花
中
学
校
夜
間
学
級
教
諭

〔
専
修
大
学
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
〕

ＫＳコミュニティ・
ビジネス・アカデミー

第５期募集説明会開催

う
め

の

こ
う

き
ち

梅
野

浩
吉
さ
ん

（
昭
５１
法
・
５３
文
）

〔
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
〕

歴
史
を
紐
と
く

平
城
京
遷
都
１
３
０
０
年
を
記
念
し
て

第４７９号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１０年（平成２２年）８月１５日（５）


